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  低溫感覺形容詞  萬葉集  和歌  ‘SAMUSHI’ 
 
【Abstract】  
     This paper focused on the use of sensation adjective 
‘SAMUSHI’  through the analysis of the oldest existing collection of 
Japanese poetry Man’yōshū .  The attempt is to illustrate the trend of 
use of ‘SAMUSHI’  in this mater ial.  Via the research of the 
aforementioned material ,  the next three points have become more 
clear.  Firstly,  there are two main sensat ion words to describe 
coldness,  one is ‘SAMUSHI’ ,  the other  one is ‘TSUMETASHI’  in 
modern Japanese. However,  ‘SAMUSHI’ covered most meanings of 
coldness ti ll  Ear ly Middle Age. Secondly, ‘SAMUSHI’  can be used 
to describe the sound of creatures.  This usage could be considered to 
be passed along from China. Lastly,  i t  is clear that the adverbial  
usage of ‘SAMUSHI’ is different from modern Japanese from this 
study. It  could be related to writ ing style.  
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『万葉集』は全 20 巻で， 4500 首余りあり，さまざまな身分の









2  全体の使用状況  
 まず，形式から使用状況を見る。『万葉集』において，｢寒し｣
のすべての活用形による用例は 55 例ある。形態別 (活用語尾と
接尾語を含む )に示すと，表 1 のようになる。  
表 1 形態別に示す｢寒し｣の用例数  
語幹  活用語尾  接尾語  
合計  
寒  から  く  し  き  み  ら  
用例数  1 13 12 20 8 1 55 
(1)  降る雪は  あはにな降りそ  吉隠の  猪養の岡の  寒か
らまくに  (203) 
(2)  葦辺には  鶴がね鳴きて  湊風  寒く吹くらむ  津乎の
崎はも  (352) 
(3)  宇治間山  朝風寒し  旅にして  衣貸すべき  妹もあら
なくに  (75) 
(4)  流らふる  つま吹く風の  寒き夜に  我が背の君は  ひ
とりか寝らむ  (59) 
(5)  うつせみの  世は常なしと  知るものを  秋風寒み  偲
びつるかも  (465) 
(6)  和たへの  衣寒らに  ぬばたまの  髪は乱れて  国問へ






(7)  み 吉 野 の  山 の あ ら し の  寒 け く に  は た や  今 夜 も  
我がひとり寝む  (74) 
(8)  刈り薦の  一重を敷きて  さ寝れども  君とし寝れば  




寒けくもなし  (2520) 
また，以下の例では低温に関する表現が見られる。  
(9)  琴酒を  押垂小野ゆ  出づる水  ぬるくは出でず  寒水
の  心もけやに  思ほゆる  音の少なき  道に逢はぬか
も  少なきよ  道に逢はさば  色着せる  菅笠小笠  我
がうなげる  玉 の七つ緒  取り替へも  申さむものを  
少なき  道に逢はぬかも  (3875) 






 次に，この 55 例の｢寒し｣の低温を感じる対象が何なのかとい
うことについて，その表現・語彙を検討する。対象の語彙は，
細川英雄 (1986)を参考に，６つの種類に分け，具体例を示す。









かつ ｢夜 ｣にかかる用例の場合， ｢寒し ｣と感じる対象を ｢風 ｣と
｢夜｣とする。よって，以下の分類①～⑥カッコ内の合計は全用






①  ｢風｣の類：  
秋風 (10) ，風 (3)，北風 (2)，湊風 (2)，川風 (1)，浜風 (1)，
朝風 (1) 
②  ｢一括して空間的なもの｣とされる時間的な表現：  
夜 (10)，夕 (6)，朝明 (2)，ころ (2)，時 (1)，暁 (1) 
③  空間的な表現：  
長谷 (1)，岡 (1)，山辺 (1) 
④  具体的なものによる皮膚感覚：  
衣手 (3)，露霜 (3)，雪 (1)，沫雪 (1)，衣 (1)，手本 (1) 
⑤  聴覚器官による表現：  
雁が音 (8)，鳴きつる雁 (1)，鴨が音 (1) 
⑥  修飾する語彙が明示されない 1(2) 

















                            




















(10) 今朝の朝明  雁 が音寒く  聞きしなへ  野辺の浅茅そ  
色付きにける  (1540) 
(11) 旅の憂へを  慰もる  事もありやと  筑波嶺に  登りて
見れば  尾花散る  師付の田居に  雁がねも  寒く来鳴
き ぬ  新 治 の  鳥 羽 の 淡 海 も  秋 風 に  白 波 立 ち ぬ  
(1757) 
(12) 雁がねの  寒く鳴きしゆ  水茎の  岡の葛葉は  色付き
にけり  (2208) 
(13) 雁がねの  寒く鳴きしゆ  春日なる  三笠の山は  色付
きにけり  (2212) 
(14) 我が背子は  待てど来まさず  雁が音も  とよみて寒し  
ぬばたまの  夜も更けにけり  さ夜更くと  あらしの吹
けば  (3281) 
(15) 秋田刈る  仮廬もいまだ  壊たねば  雁が音寒し  霜も
置きぬがに  (1556) 
(16) 雁が音の  寒き朝明の  露ならし  春日の山を  にほは
すものは  (2181) 
(17) 今朝鳴きて  行 きし雁が音  寒みかも  この野の浅茅  





(18) 雲の上に  鳴きつる雁の  寒きなへ  萩の下葉は  もみ
ちぬるかも  (1575) 
(19) 葦の葉に  夕霧立ちて  鴨が音の  寒き夕し  汝をば偲

















べし  や  おけ  蔭もよし  御甕 (みもひ )も左牟之 (サム




































































4  ｢寒し｣による連用修飾表現―現代語との比較  
 ｢寒し｣が連用形で用いられる用例は，例 (10)～ (13)で聴覚表
現を修飾するもののほかに，以下のようなものも見られる。  
(20) 葦辺には  鶴がね鳴きて  湊風  寒く吹くらむ  津乎の
崎はも  (352) 
(21) 今よりは  秋風寒く  吹きなむを  いかにかひとり  長
                            











き夜を寝む  (462) 
(22) 秋風の  寒く吹くなへ  我がやどの  浅茅が本に  こほ
ろぎ鳴くも  (2158) 
(23) よしゑやし  恋 ひじとすれど  秋風の  寒く吹く夜は  
君をしそ思ふ  (2301) 
(24) 湊風  寒く吹くらし  奈呉の江に  妻呼び交し  鶴さは
に鳴く  (4018) 
(25) 八田の野の  浅茅色付く  愛発山  峰の沫雪  寒く降る
らし  (2331) 
(26) 秋萩の  枝もとををに  露霜置き  寒くも時は  なりに
けるかも  (2170) 
(27) 雪降る夜は  すべもなく  寒くしあれば  堅塩を  取り
つづしろひ  糟湯酒  うちすすろひて  しはぶかひ  鼻
びしびしに  然とあらぬ  ひげ掻き撫でて  我をおきて  
人はあらじと  誇ろへど  寒くしあれば  麻衾  引き被

































『現代日本語書き言葉均衡コーパス』 (以下， BCCWJとする )を








５例以上：なる (498)，感じる (33)，ある (8)，する (5) 




｢寒い (寒し )｣が ｢なる｣を修飾する例は，『万葉集』でも見られ
                            
3 国立国語研究所 (2011)，検索システム｢中納言｣ 
https://chunagon.ninjal.ac.jp/bccwj-nt/search，検索日： 2016 年 6 月 28
日  











(28) 歌詞  ｢あなたへの思い｣ 6 
風が寒く吹く夜は  空を仰いであなたを思う  
逢えない事に耐えられず  
一人で寝れない  夜に泣く  
いつもいつも  思ってる  
いつもいつも  待っている  
(29) 短歌  
台風が去って翌朝晴れの空  
名残の風が寒く吹くなり  
(30) 篠笛の曲名  
｢秋風の寒く吹く夜は｣ 








                            
4 ｢風 ｣をキーに，｢後方２語 ｣に語彙素 ｢寒い ｣と設定して検索した結果，７例
該当する。｢寒い風｣は 17 例該当する。  
 また，｢冷たく ｣をキーに，｢前方２語 ｣に ｢風 ｣，｢後方１語 ｣に ｢吹く ｣と設定
して検索した結果，１例該当する。  
5 検索日： 2016 年 7 月 1 日  
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